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組組
織織
拡拡
大大
、、仕仕
事事
確確
保保
、、長長
建建
国国
保保
をを

守守
るる
運運
動動
にに
全全
力力
をを
傾傾
注注
しし
よよ
うう
！！

鍋島邸（国指定重要文化財）雲仙市国見町
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島原市�

リフォームの補助制度…地域住宅交付金による助成�
（現在、長崎市・佐世保市・平戸市・�
　雲仙市・南島原市・五島市・島原市�
　の７市でリフォーム補助制度が行わ�
　れています。）�

五島市�

平戸市�

佐世保市�

長崎市�

雲仙市�

南島原市�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

30万以上�
10%�
20万�

2011年1月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

20万以上�
20%�
20万�

2011年5月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

20万以上�
10%�
10万�

2011年3月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

30万以上�
10%�
10万�

2011年3月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

20万以上�
10%�
10万�

2011年2月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

30万以上�
10%�
10万�

2011年4月～�

工事費�
助成率（%）�
上限（円）�
実施期間�

30万以上�
20%�
20万�

2011年10月～�

執
行
委
員
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

食の安全に大きな危機

労働条件悪化の恐れ

国民皆保険なくなる？

組
織
拡
大
、職
域
防
衛
に
全
力
を

―

県
・
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
確
立
を
目
指
す
―

二
〇
一
二
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
未
曾
有
の
東
北
大
地
震
が
発
生
し
、
二

万
人
以
上
の
死
者
と
行
方
不
明
者
を
だ
し
、
世
界
最

悪
の
福
島
原
発
事
故
は
、
東
北
地
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
中
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
願
い
、
全

建
総
連
を
通
じ
て
、
義
援
金
一
、
五
〇
〇
万
円
を
被

災
地
組
合
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
で
は
、
建
設
長
崎
が
推

薦
し
た
各
級
議
員
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
組
織
内
候
補
に
つ
い
て
は
、
皆
様
の
期
待

に
添
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ご

支
援
を
戴
き
ま
し
た
組
合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
組
合
運
動
の
柱
で
あ
る
、
組
織
拡

大
や
仕
事
確
保
の
取
り
組
み
、
建
設
国
保
の
予
算
獲

得
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
事
に
対
し
、
重
ね
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
依
然
と
し
て
建
設
産
業
の
景
気
回
復
の

兆
し
は
見
え
ず
、
組
織
拡
大
運
動
を
は
じ
め
、
職
域

防
衛
の
た
め
の
、
仕
事
確
保
に
全
力
で
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
、
県
・
市
に
対
す
る
公
共
工
事
の
発
注
や
積

算
単
価
・
最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
や
、
特
に
、
経

済
波
及
効
果
が
高
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が

確
立
し
て
い
な
い
県
と
市
（
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

平
戸
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
、
五
島
市
、
島
原
市

を
除
く
）
に
対
し
て
、
建
設
長
崎
の
推
薦
議
員
団
に

ご
協
力
頂
き
な
が
ら
、
組
合
員
の
仕
事
確
保
運
動
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
長
建
国
保
の
安
定
運
営

強
化
に
つ
な
が
る
国
保
の
特
定
健

診
と
保
健
指
導
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
、
受
診
率
向
上
の
た
め
に
、

な
お
一
層
の
取
り
組
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
況
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
組
織

を
強
く
大
き
く
す
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
諸
要
求
を
実
現
す
る
力
と

な
り
ま
す
。
全
組
合
員
の
結
束
と

団
結
で
組
織
力
を
強
く
す
る
こ
と

が
、
若
年
技
能
後
継
者
に
魅
力
あ

る
建
設
業
の
未
来
に
道
を
拓
く
こ

と
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

デ
フ
レ
に
よ
る
個
人
所
得
の
減
少
や
失
業
率
が
高

水
準
に
あ
り
、
経
済
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
、
政
府
・
与
党
は
消
費
税
増
税
を
柱
に
、
国
民

に
重
い
税
負
担
を
強
い
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
政
府
が
節
減
で
き
る
と
こ
ろ
を
淘
汰

し
た
後
、
国
民
が
納
得
で
き
る
施
策
を
望
ん
で
い
ま

す
。
今
年
も
国
会
の
動
き
を
注
視
し
、
私
た
ち
中
小

零
細
業
者
や
技
能
労
働
者
が
報
わ
れ
る
政
治
を
目
指

し
て
、
諸
運
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
最
良
の
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

交渉分野の一つ、「物品市場アクセス」では十年以内に
すべての関税をなくすことをめざしています。農業も対象
で、日本人の主食であるコメも例外ではありません。関税
がなくなり、外国から安い農産品が入れば、日本の農業は
危機に立たされます。
さらに「衛生・植物検疫」や「貿易の技術的障害」は、
食品の安全基準の統一化もテーマに。比較的厳しいとされ
る日本の基準が緩和されて、遺伝子組み換えや残留農薬入
りの食品が堂々と店頭に並ぶかもしれません。

「労働」がテーマの部会では、「労働権の保護や重要な労
働問題の調整や対話を保障する制度」が検討されています。
日本政府は「貿易や投資促進のために労働基準は緩和し
ない」としていますが、新たに「制度」ができれば、労基
法など国内法とズレが生じる可能性も。ＴＰＰには「国内
法より優先する」という原則があるため、労働法が改悪さ
れる危険をはらんでいます。
また「越境サービス」や「商用関係者の移動」が具体化
すれば、「安価な外国人労働力の流入を招いて国内全体の
賃金が下がる」とも指摘されています。

外務省は、ＴＰＰ交渉での国民健康保険の扱いについて
「保険外医療を併用する混合診療の全面解禁が議論される
可能性は排除されない」としています。
混合診療とは、保険でまかなう診療と自由診療（患者の
全額自己負担）の並存を全面的に認めること。日本では、
自由診療は新しい高度な医療技術など、ごく一部でしか認
められていません。全面解禁されれば、患者の全額負担分
が増えて、お金のある人とない人で受けられる医療に大き
な差が付くことになります。「国民皆保険」が崩れる危険
があるのです。

TPP交渉には、２１分野ごとに作業部会が設
けられており、ここで話し合われているもの
のなかには、国民生活を左右する問題がたく
さんあります。

執行委員長

相 川 哲 男

どうなる TPP
（環太平洋経済連携協定）

懸念材料は多い
最終決断は国会の場で

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５９号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）１月１５日発行



２０１２年（平成２４年）年男・年女

仕
事
に
、
組
合
活
動
に
励
み
た
い

北
村

五
男

十
五
歳
の
時
に
不
安
を
抱

き
な
が
ら
職
人
の
世
界
に
飛

び
込
ん
で
四
十
五
年
に
な
り

ま
す
。
還
暦
を
迎
え
る
年
に

な
っ
て
自
分
な
り
に
頑
張
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
仕
事
確
保
が
難
し
い
が
、

今
年
も
健
康
に
気
を
つ
け
仕

事
に
組
合
活
動
に
励
ん
で
い

き
た
い
。

（
大
浦
支
部
）

何
事
に
も
全
力
で

小
川

友
也

年
男
の
こ
の
一
年
、
病
気

や
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
家

庭
と
仕
事
が
充
実
し
た
明
る

く
楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
る

年
に
な
る
よ
う
に
、
何
事
に

も
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
中
央
支
部
）

ケ
ガ
無
く
、
健
康
で
楽
し
く

山
口

政
光

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
も
一
年
、
病
気
や
ケ

ガ
が
無
く
、
家
族
皆
が
健
康

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
市
南
支
部
）

良
き
技
術
者
、
良
き
人
間
に

永
田

義
浩

建
設
業
を
始
め
て
か
ら
、

早
二
十
七
年
目
、
多
く
の
諸

先
輩
方
か
ら
様
々
な
技
術
と
、

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
を
学
ば

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
受
け
継
い
だ
技
術

を
後
輩
に
伝
え
な
が
ら
、
私

自
身
も
向
上
心
を
忘
れ
ず
、

良
き
技
術
者
、
良
き
人
間
と

し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（
東
長
崎
支
部
）

健
康
第
一
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

山
中

茂

今
年
、
還
暦
を
向
か
え
、

十
一
人
目
の
孫
も
九
月
初
め

に
生
ま
れ
る
予
定
で
す
。

健
康
第
一
に
、
仕
事
も
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
マ
イ
ペ
ー

ス
で
一
年
過
ご
し
て
行
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
役
員
と
し
て

も
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
西
彼
支
部
）

何
事
も
、
常
に
若
い
気
持
ち
で

倉
富

辰
美

早
い
も
の
で
今
年
で
還
暦

と
い
う
事
で
す
が
、
今
の
時

代
、
六
〇
歳
は
ま
だ
ま
だ
心

も
体
も
若
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
老
い
を
意

識
せ
ず
、
常
に
若
い
気
持
ち

で
、
何
事
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
世
保
東
支
部
）

夫
婦
仲
良
く
、
充
実
し
た
日
々
を

岡
田

眞

還
暦
の
今
年
、
結
婚
三
十

三
周
年
を
迎
え
ま
す
。

昨
今
、
熟
年
離
婚
が
多
い

中
、
今
ま
で
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
妻
に
感
謝
し
、
大
切

に
し
て
、
夫
婦
仲
良
く
仕
事

や
私
生
活
に
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
平
戸
支
部
）

一
日
一
日
を
大
切
に

田
川

和
博

早
い
も
の
で
今
年
暦
が
一

回
り
す
る
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

自
分
で
は
若
い
つ
も
り
で
も

い
つ
の
ま
に
か
六
十
歳
で
す
。

不
況
の
中
、
皆
さ
ん
も
大

変
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
に

注
意
し
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
浦
上
東
支
部
）

組
合
活
動
に
も
頑
張
り
た
い

嶋
崎

春
樹

大
工
職
に
つ
い
て
早
五
十

五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
迄
、

厳
し
い
事
や
辛
い
事
、
楽
し

い
事
な
ど
色
々
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
が
決
め
た
こ
の
仕

事
を
愛
し
、
頑
張
っ
て
来
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ
け

て
家
族
の
健
康
を
願
い
つ
つ

組
合
活
動
に
も
頑
張
り
ま
す
。

（
諫
早
支
部
）

母
に
感
謝
し
、
趣
味
の
卓
球
を
楽
し
み
た
い

坂
中

善
男

今
年
は
年
男
で
す
。
早
い

も
の
で
六
十
歳
で
す
。
組
合

に
入
り
四
〇
年
以
上
に
な
り

す
ば
ら
し
い
仕
事
仲
間
と
出

会
い
、
丈
夫
な
身
体
に
産
ん

で
く
れ
た
母
に
感
謝
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
夜
間
週
二

回
の
卓
球
を
楽
し
み
な
が
ら

元
気
に
頑
張
り
ま
す
。

（
北
松
支
部
）

和
顔
愛
語
を
モ
ッ
ト
ー
に

金
子

嘉
子

気
持
ち
だ
け
は
若
い
の
に

も
う
還
暦
。

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
和
顔
愛
語
を
モ
ッ

ト
ー
に
今
年
も
自
分
ら
し
い

年
輪
を
一
つ
一
つ
し
っ
か
り

と
重
ね
て
ゆ
け
る
よ
う
日
々

精
進
・
努
力
し
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

笑
顔
で
過
ご
せ
る
一
年
に

志
田

憲
昭

早
い
も
の
で
今
年
で
四
回

目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
に
こ
れ
を
「
ガ
ン
バ

ル
」
と
い
っ
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
長
引
く
不
況
の

今
、
仕
事
確
保
の
た
め
の
営

業
努
力
は
常
の
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
一
年
も
、

家
族
み
ん
な
が
笑
顔
で
過
ご

せ
る
年
で
あ
れ
ば
と
願
い
ま

す
。

（
大
村
支
部
）

妻
に
、
家
族
に
、
周
囲
に
感
謝

柚
元

美
則

六
十
歳
を
再
ス
タ
ー
ト
の

年
と
し
た
い
。

私
が
今
も
仕
事
を
頑
張
れ

る
の
は
、
何
よ
り
家
族
、
特

に
何
も
言
わ
ず
に
支
え
て
く

れ
た
妻
の
お
陰
で
す
。
照
れ

く
さ
く
て
面
と
向
か
っ
て

�
あ
り
が
と
う
�
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

周
り
の
人
々
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
還
暦
を
迎
え
た
こ
の

素
晴
ら
し
い
日
を
胸
に
刻
み

こ
れ
か
ら
も
仕
事
に
頑
張
っ

て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
佐
世
保
北
支
部
）

私
は
、
私
な
り
に

井
手
ふ
じ
子

辰
年
・
龍
年
・
竜
年
・
ど

の
字
を
、
取
っ
て
も
、
大
き

さ
を
、
感
じ
ま
す
が
、
私
自

身
、
干
支
の
よ
う
に
、
大
き

か
っ
た
か
と
、
思
え
ば
…
…

や
っ
ぱ
り
、
そ
れ
な
り
に
年

を
重
ね
て
、
来
た
よ
う
に
お

も
い
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
の
出

会
い
を
、
大
切
に
、
明
る
く
、

優
し
い
人
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
書
記
局
）
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健
康
診
断
は

組
合
の
特
定
健
診

又
は
各
地
域
で
の

巡
回
健
診
で

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
長長
建建
国国
保保
巡巡
回回
健健
診診
結結
果果

〜〜
県県
下下
七七
ヶヶ
所所
でで
実実
施施
、、
合合
計計
二二
百百
五五
十十
八八
名名
がが
受受
診診
〜〜

昨
年
に
引
き
続
き
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
健
康
診
断
を
受
診

し
て
も
ら
う
為
、
九
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
土
、
日
、
祝
日

に
県
下
七
ヶ
所
で
巡
回
健
診
を

実
施
。

「
日
曜
日
し
か
休
み
が
な
い

か
ら
助
か
る
」、「
レ
ン
ト
ゲ
ン

や
心
電
図
な
ど
無
料
で
検
査
が

た
く
さ
ん
受
け
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」な
ど
の
声
も
頂
き
、今
年
度

の
巡
回
健
診
を
終
了
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
か
ら
受
付
を
開

始
し
、
一
人
当
た
り
十
五
分
か

ら
二
十
分
程
度
で
健
診
終
了
。

各
会
場
で
合
計
二
百
五
十
八
名

が
受
診
。

巡
回
健
診
は
特
定
健
診
の
検

査
項
目
に
加
え
、
痛
風
検
査
・

貧
血
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
視

力
・
聴
力
・
心
電
図
検
査
・
胸

部
Ｘ
線
検
査
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
、
お
得
な
健
診
で
す
。

ま
た
、
特
定
健
診
の
受
診
率

が
低
い
組
合
は
高
齢
者
支
援
金

の
増
額
負
担
と
い
う
国
か
ら
の

罰
則
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
増
額

分
に
は
国
の
補
助
金
が
つ
か
な

い
為
、
全
額
保
険
料
で
負
担
す

る
事
に
な
り
、
そ
の
結
果
保
険

料
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
来
年
度
も
県
下
八
ヶ
所

で
巡
回
健
診
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
年
に
一
度
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
是
非
巡
回
健

診
で
受
診
を
。

―生活習慣病の早期発見と予防―
●長建国保の特定健診に胸部レントゲン検査を加えた組合特別
健診が出来る医療機関（県内１８ヵ所）

０９５‐８４６‐１８８８

０９５‐８７１‐１５１５

０９５‐８２１‐１３６７

０９５‐８５７‐３０００

０９５‐８５６‐１１１２

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８２２‐３２５１

０９５‐８６１‐１１１１

０９５‐８２１‐１２１４

０９５‐８４１‐９６１２

０９５‐８４８‐９１７１

０９５‐８７９‐０７０５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５０‐２８‐１１１３

０９５‐８２２‐３１５１

０９５６‐３３‐５３３５

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市淵町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

佐世保市大和町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎市立市民病院

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

●受診方法

上記の受診出来る医療機関より受診先を選んで下さい。

�
選んだ医療機関に、直接電話予約。「長建国保の特定健診

に胸部レントゲン検査を加えた組合特別健診をお願いしま

す」と一言添えて下さい。

�
受診日当日

○特定健康診査受診券 ○保険証 ○質問票（記入しておく）

忘れずに医療機関窓口へお持ち下さい。

●平成２３年度巡回健診受診状況

受診者数

３２人

３７人

４６人

３３人

５０人

２７人

３３人

２５８人

月 日

９月２３日�

１０月２２日�

１０月２３日�

１０月３０日�

１１月６日�

１１月１９日�

１１月２６日�

合 計

会 場

諫早文化会館

佐々町文化会館

平戸文化センター

ビッグNスタジアム会議室

佐世保市民会館

長崎南商工会本所（三和支所）

大村市民会館

健康診断を受けましょう４０～７５歳未満の
長建国保加入者は

診健定特

特定健診
受 診 率

９．９８

１５．３３

９．２０

１０．２８

１０．９３

１０．６７

１６．０５

１２．４２

１１．９５

１１．６９

１０．５４

１１．７２

１０．２５

６．１０

１０．５８

１７．２４

１１．２８

巡回健診
受 診 率

２．２９

１．００

５．３８

０．９３

１．０７

２．８１

０．４９

３．７３

５．７５

０．５２

２．４９

２．２８

３．３１

９．８１

１５．３６

０．００

３．３１

支 部

中 央

大 浦

市 南

東長崎

浦上西

浦上東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐 中

佐 東

佐 北

北 松

平 戸

五 島

合 計

４０～７５歳未満の方で、特定健診受診券の交付を受けている方

組合指定の医療機関

春にお送りしました受診券に同封しておりました。（「特定健

診実施機関一覧表」に記載されている医療機関）

※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝機能検査

・血糖検査 ・尿検査 ・問診

※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行います。

※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合があります。

・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査

受診券にて受診した場合に限り自己負担はありません。

受診券に記載されている有効期限までに受診して下さい。

対象者

受診できる医療機関

申込方法

健診に必要なもの

検査項目

自己負担

受診できる期間

受診しやすい医療機関を選択し、都合の良い日時を直接予約して受診しましょう。

～メタボ予防に
着手した健康診断～

●２３年度特定健診・巡回健診受診率

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５９号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）１月１５日発行
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職長・安全衛生責任者教育を開催します。
１．実施日時及び開催場所

平成２４年２月２日�～３日�
建設長崎本部 長崎市城山町１７－５８ �８６２－７１２１
１日目・２日目とも 午前８時３０分受付 ９時～１７時迄

２．講習時間 （１４時間 ２日間）
３．教 材 「職長・安全衛生責任者教育テキスト」

―リスクアセスメントを導入した―
４．募集定員 ４０名（受講者が２０名未満の場合は開催の延

期を検討します）
５．募集締切 平成２４年１月２０日�

※支部に準備している申し込み用紙に記入
の上、申し込みをお願い致します。
（定員４０名になり次第、締め切ります。）

６．受 講 料 ６，０００円（テキスト代含む）
（以前、組合で職長教育を受講した再受講の
人は、５，０００円）
※組合員外は、８，０００円（以前、組合で受講した人も
８，０００円とします）

インフルエンザに負けない体を作りましょう
インフルエンザの流行の前に、免疫力を強化して、ウィルスに負
けない体を作っておきましょう。
免疫力は生活習慣の影響を強く受けます。
そのため、下記のようなことに気をつけて、毎日を過ごしてみて
ください。
１ 栄養バランスのとれた食事を摂る

肉や魚と野菜をバランスよく取りましょう。
朝食はしっかり、良質のたんぱく質を摂りましょう（肉・魚・
卵など）。

２ ストレスと上手に付き合う。
ストレスの解消方法を自分なりに見つけて、実践しましょう。

３ 睡眠を十分にとる。
疲れがその日のうちに取れるように、睡眠時間を確保しましょう。

４ しっかり体を、保温する。
首や腰、膝や足先・手先などをしっかり保温し体を冷やさない
ようにしましょう。
体温調節をしやすい、小物を利用しましょう。（手袋・マフ
ラー・上着など）

５ 適度な運動をする。
軽く汗をかくくらいのウォーキングや室内での
筋トレなど、有酸素運動をしましょう。

６ 室温や湿度に気をつける。
室温はあまり上げ過ぎず、２０度を保ちましょう。
湿度は５０～６０％になるように加湿をしましょう。

《補助例》
（例１）

インフルエンザの予防接種を１回接種し、４，０００

円の接種費用を支払った場合。

４，０００円
（接種費用）

－１，５００円
（控除額）

＝２，５００円
（補助額）

（例２）

インフルエンザの予防接種を１回接種し、１，０００

円の接種費用を支払った場合。

１，０００円
（接種費用）

－１，５００円
（控除額）

＝－５００円⇒ ０円
（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予

防接種の窓口負担（支払額）が１，５００円未満

であった場合は、補助事業の対象となりませ

んのでご注意下さい。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

�
被
保
険
者
証
�
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
�
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
！

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
２０１２．１．１

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打
たせ湯、サウナ、寝湯、
休憩室

大浴場、露天風呂、サウ
ナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、
打たせ湯、ジャグジー
シャワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サ
ウナ、水風呂、露天風呂、
タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露
天風呂、サウナ、岩盤浴
（別料金）

露天風呂、薬湯風呂、サ
ウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、
ジェットバス、寝湯、塩
サウナ、家族風呂、シェ
イプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、
檜風呂、寝風呂、ジャグ
ジーバス、サウナ、家族
風呂、リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、
露天風呂、貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タ
ル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、ジャ
グジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、岩盤浴
（別料金）、家族風呂（別
料金）

所在地
電話番号

長崎市
曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

長崎市
野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

長崎市
岩見町４５１‐２３
０９５‐８３３‐１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

諫早市本野７‐１
０９５７‐２５‐８８２２

大村市
森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

佐世保市
谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

佐世保市
崎岡町８５３‐１２
０９５６‐３９‐４８００

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

平戸市田平町
野田免２１０‐６
０９５０‐５７‐１１１０

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

１，２００円

７００円

０円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

３５０円

３００円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

４００円

３５０円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５００円

－

７００円

４００円

－

－

５５０円

－

－

９００円

－

－

－

－

－

６００円

３００円

６００円

－

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，５００円

７００円

０円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

６５０円

３００円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

７００円

３５０円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（５歳以上）

幼児
（５歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※１）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

インフルエンザ予防接種費用助成について

（※１）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３５０円、小人２００円、幼児１００円）となり、補助券の使用は出来ません。

毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）１月１５日発行建 設 長 崎第５５９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



大切なお子さんを�
がっちり守る安心保障！！�
大切なお子さんを�
がっちり守る安心保障！！�

個人定期生命共済・こども定期生命共済・熟年定期生命共済・傷害共済・終身生命共済・個人長期生命共済�

キッズタイプ�

キッズタイプ�

キッズワイドタイプ�

病気やけがで入院したとき�
（1日目から、最高180日まで）�

�

第三者に対する損害賠償（国内のみ）※免責5,000円�

5,000円�
�

日 額�

100万円�
�

最　高�

骨折・腱の断裂・関節の脱臼�

50,000円�
�

※1共済期間で1回のみ�

900円�
�

月掛金�

キッズワイドタイプ�

病気やけがで入院したとき�
（1日目から、最高180日まで）�

第三者に対する損害賠償（国内のみ）※免責5,000円�

10,000円�
�

日 額�

100万円�
�

最　高�

骨折・腱の断裂・関節の脱臼�

65,000円�
�

※1共済期間で1回のみ�

1,600円�
�

月掛金�

or

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとり
ある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員になれば、各種共済をご利用
いただけます。�

助け合いから生まれた�
保障の生協です�
� 全国労働者共済生活協同組合連合会�

お問い�
合せ先�
�

長崎県本部�
（長崎県労働者生活協同組合）�
�

〒852-8016 長崎市宝栄町3-15�
営業時間/9：00～17：15（土曜・日曜・祝日を除く）�
�

長崎6031 検索�

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５９号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）１月１５日発行



プレ20周年感謝プラン�プレ20周年感謝プラン�プレ20周年感謝プラン�

建設長崎の皆様限定宿泊プランのご案内�建設長崎の皆様限定宿泊プランのご案内�
20年分の感謝の気持ちを価格にしてお届けいたします。�

最大
47
%�

OF
F!!

【設定期間】2012年1月3日～2012年3月16日�
1泊朝食・オフィシャルホテル2DAY入場チケットが付いて�

ホテルアムステルダム4名利用（○得DAY）が�
お1人16,915円がなんと！！�

ホテルは場内3ホテル・2つの客室タイプからお選びいただけます。�
8,900円～�8,900円～�

ホテルヨーロッパ�
海を庭にもつ、花と音楽と芸術のホテル。�

優雅なクルーザーでチェックイン！�

フォレストヴィラ�
森と湖に抱かれた別荘感覚のコテージ。�
ファミリーやグループのご利用に最適です。�

ホテルアムステルダム�
街の中心に建つ海と街の風を感じるホテル。�
スタンダードで45m2という客室の広さも魅力。�

西
彼
支
部

佐
世
保
北
支
部

佐
世
保
東
支
部

………………………
お正月の
料理
�

―
西
彼
分
会
―

〜
和
気
あ
い
あ
い
と
実
り
あ
る
住
宅
デ
ー
〜

西
彼
支
部
西
彼
分
会
で
は
、

十
一
月
二
十
七
日
�
に
開
催
さ

れ
た
西
海
大
鍋
ま
つ
り
に
参
加

し
、
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る

西
海
大
鍋
ま
つ
り
は
、
有
名

シ
ェ
フ
が
五
、
〇
〇
〇
人
分
の

鍋
を
提
供
す
る
事
を
メ
イ
ン
に

地
元
の
方
々
が
様
々
な
出
店
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
西
彼
分

会
で
は
、
無
料
包
丁
研
ぎ
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
と
比
べ
地
元

の
お
客
さ
ん
が
少
な
か
っ
た
か

ら
か
、
包
丁
の
数
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
昨
年
は
無
か
っ
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
が
あ

り
仕
事
確
保
、
地
域
の
方
へ
の

ア
ピ
ー
ル
の
場
と
し
て
は
、
と

て
も
実
り
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。会

場
に
見
え
ら
れ
て
い
た
お

客
さ
ん
か
ら
は
、「
無
料
で
研

い
で
く
る
っ
と
な
ら
、
持
っ
て

く
れ
ば
よ
か
っ
た
。」
な
ど
の

声
が
多
く
聞
こ
え
、
組
合
員
さ

ん
方
も
「
来
年
も
す
る
け
ん
、

来
年
は
持
っ
て
こ
ん
で
す
か
」

と
来
年
に
向
け
て
、
も
っ
と
宣

伝
を
広
げ
て
い
き
、「
住
宅

デ
ー
」
を
西
彼
町
の
方
々
や
、

会
場
に
来
ら
れ
た
方
々
へ
浸
透

さ
せ
、
建
設
長
崎
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
方
か
ら
多
く

の
差
し
入
れ
を
頂
い
た
り
、
出

店
か
ら
買
っ
て
き
た
お
で
ん
や

大
鍋
な
ど
、
祭
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
中
、
終
了
の
時
間
を

迎
え
ま
し
た
。

六
十
二
本
の
包
丁
を
研
ぎ
上

げ
、
仲
間
と
の
交
流
が
で
き
た

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
松
園
）

―
主
婦
会
―

十
月
二
十
六
日
�
佐
世
保
北

支
部
主
婦
会
は
、
十
二
名
の
参

加
者
で
携
帯
ソ
ー
イ
ン
グ
道
具

入
れ
を
作
り
ま
し
た
。
キ
ル

テ
ィ
ン
グ
生
地
で
手
縫
い
で
す
。

一
人
一
人
が
先
生
だ
っ
た
り
、

生
徒
さ
ん
だ
っ
た
り
で
、
と
て

も
賑
や
か
で
す
。

作
品
は
自
分
用
だ
っ
た
り
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
だ
っ
た
り
で
、
思

い
思
い
に
気
持
ち
を
込
め
て
一

針
一
針
、
針
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。
完
成
す
る
ま
で
四
時
間

程
で
ほ
と
ん
ど
の
方
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

又
、
お
茶
菓
子
も
参
加
者
の

手
作
り
桜
餅
と
蒸
か
し
た
さ
つ

ま
芋
を
、
皆
さ
ん
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

北
支
部
主
婦
会
は
、
皆
さ
ん

裁
縫
が
得
意
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

次
回
は
何
が
出
来
る
か
楽
し

み
で
す
。

（
東
山
嘉
代
子
）

―
住
宅
デ
ー
―

〜
あ
っ
た
か
豚
汁
も
準
備
、無
料
包
丁
研
ぎ
〜

十
二
月
四
日
�
、
佐
世
保
東

支
部
で
は
、
こ
こ
数
年
事
務
所

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
開
催
し

て
い
た
住
宅
デ
ー
（
無
料
包
丁

研
ぎ
）
を
「
今
年
は
別
の
場
所

で
開
催
し
て
み
て
は
」
と
の
意

見
か
ら
、
事
務
所
近
く
の
直
売

所
「
ふ
れ
あ
い
市
」
の
駐
車
場

を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
場
と
い
う
事
で
、

事
前
に
チ
ラ
シ
三
百
枚
程
を

「
ふ
れ
あ
い
市
」
の
方
に
ご
協

力
頂
き
、
来

店
さ
れ
た
お

客
さ
ん
に
配

布
を
し
て
宣

伝
を
し
て
い

た
効
果
か
、

受
付
開
始
と

同
時
に
多
く

の
方
が
包
丁

研
ぎ
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

例
年
と
比

べ
、
開
始
か

ら
多
く
の
お

客
さ
ん
が
来
た
の
で
、
研
ぎ
手

の
組
合
員
さ
ん
達
は
、「
こ
り
ゃ
、

研
ぎ
終
わ
っ
と
か
な
」
な
ど
と

言
い
な
が
ら
、
休
む
間
も
無
く
、

使
い
込
ま
れ
た
包
丁
や
錆
だ
ら

け
の
包
丁
、
刃
の
欠
け
た
包
丁

な
ど
を
一
本
一
本
丁
寧
に
研
ぎ

あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
包
丁
研
ぎ
に
来
ら
れ

た
方
が
待
っ
て
い
る
間
寒
い
だ

ろ
う
と
、
主
婦
会
の
皆
さ
ん
が

温
か
い
豚
汁
を
約
八
十
人
分
程

準
備
し
、
無
料
で
提
供
し
ま
し

た
。
当
日
は
殆
ど
太
陽
が
顔
を

出
さ
ず
、
時
折
冷
た
い
風
も
吹

く
底
冷
え
の
す
る
一
日
だ
っ
た

の
で
、
豚
汁
を
飲
ん
だ
お
客
さ

ん
達
は
、
口
々
に
「
美
味
し
い
、

温
ま
る
」
と
、
冷
え
た
体
に
豚

汁
を
流
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

い
つ
も
と
勝
手
の
違
う
会
場

で
、
お
客
さ
ん
が
来
る
か
不
安

で
し
た
が
終
わ
っ
て
み
る
と
、

研
ぎ
あ
げ
た
包
丁
は
、
一
八
二

本
で
し
た
。

寒
い
中
ご
協
力
頂
い
た
組
合

員
の
皆
様
、
主
婦
会
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

かきのみぞれ鍋

いろんなごちそうを食べて、ちょっと

胃が重いこの時期。大根おろしをたっぷり加

えたかきのみぞれ鍋はいかがですか。

（家庭料理研究家 池上正子）

〈材料 ４人分〉
かき２００�、大根６００�、ニンジン１／
２本、シメジ・シイタケ各１パック、
春菊１～２束、Ａ（だし汁４カップ、
日本酒１００�、しょうゆ大さじ１～２、
塩少々）。

作り方
●１ かきに塩適量（分量外）をふり、軽
くまぜ合わせる。ためた水に放して
洗った後、ザルにあげて水気を切る。
これを２～３回くり返す。
●２ 大根は皮をむいてすりおろし、ザル
にあげて水気を切る。
ニンジンは皮をむいて、５ミリ厚さ
に切り、抜き型で抜く。
シメジは石づきを取り除き、大きく
割く。
シイタケの軸を除く。春菊はやわら
かい葉を使う。
●３ 大皿にかきと野菜を盛り合わせる。
●４ 土鍋にＡとニンジンを入れて火にか
け、沸騰したら大根おろし以外の具を
加えて煮る。
材料に火が通ったら、大根おろしを
加える。

できあがり
※ 大根おろしは食べる直前に加えてくだ
さい。
強火で煮立てると、大根の嫌な酸味が
出るので気を付けてください。

※ 好みでポン酢しょうゆを加えて食べて
もおいしいですよ。

西
彼
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

（
敬
称
略
）

原
口

政
博

廣
川

朝
健

原
口

福
美

中
山

文
一

松
尾

博
幸

永
田

弘
行

浦
冨

幸
治

川
本

雅
彦

廣
川

朝
弘

松
本

敏
弘

入
江

隆
行

朝
末

薫

廣
川

朝
和

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

参
加
者

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

小
谷

守

迎

稔

天
羽

靖
雄

丸
田

勉

坂
本

昇

浦

福
未

田
中

光
輝

田
中

勇
男

迎

良
則

田
川
フ
ジ
子

茅
原

雪
江

丸
田

洋
子

田
中

光
子

迎

良
子

都
市

秋
子

～一針一針気持ちを込めて
裁縫教室～
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応
募
方
法

あなたの支部名�
　　　　氏　名�
　　　　住　所�
　　　　年　齢�
　　　　職　業�

2012年�
「新春お年玉クイズ」�

【クロスワードパズル】�

【まちがい探し】�

答え� 8文字�
A B C D E F G H

①�
②�
③�
④�

⑤�
⑥�
⑦�
�

長
崎
市
城
山
町
17
―
58
�

建
設
長
崎
　
教
宣
部�

「
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
」
係�

8 5 2 8 0 2 1

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

二級建築士
（学科・実技）講習会

二級建築施工管理技士【建築】
受験対策講習会のお知らせ

【パズルの解き方】

カギをヒントにマス目をうめ、

二重マスに入った文字をＡ～Ｈの

順に並べた言葉が答えです。

右の絵と左の絵には７ヵ所のまちがいがあります。どこでしょう。
（印刷の汚れやかすれ、濃淡は間違いに入りません）

問
題
が
溶
け
た
ら
左
記
の
要
領
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
五
十
名
の
方
に
素
敵
な
記
念
品
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
七
日
�
必
着

１

打
―
―
。
弦
―
―
。
管
―
―

２

利
息
と
も
い
う

３

ペ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
の
愛
称

４

奇
術
・
マ
ジ
ッ
ク
と
も
い
う

５

ヒ
グ
ラ
シ
や
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ

シ
な
ど
の
種
類
が
い
ま
す

６

板
を
曲
線
で
切
れ
ま
す

７

頭
で
っ
か
ち
尻
つ
ぼ
み
と
同

じ
意
味
の
「
―
―
蛇
尾
」

９

ネ
ズ
ミ
と
ト
ラ
の
ま
ん
中

１２

冷
た
い
空
気
の
―
―
襲
来

１３

大
根
や
ミ
カ
ン
を
売
る
店

１５
「
海
星
」
と
書
い
て
？

１７

天
竜
川
下
流
の
工
業
都
市
で

う
な
ぎ
パ
イ
や
駅
弁
が
有
名

１９

ピ
カ
ソ
と
並
ぶ
近
代
画
家

２１

長
男
と
三
男
の
ま
ん
中

２２

鶴
（
ツ
ル
）
よ
り
長
寿
？

２４

謙
信
か
ら
信
玄
へ
の
贈
り
物

２６

回
し
て
遊
ぶ
コ
マ
の
中
心
棒

１

竜
の
絵
を
描
き
最
後
に
目
を

入
れ
る
と
い
う
四
字
熟
語
。

―
―
を
欠
く
べ
か
ら
ず

７

高
い
地
位
に
―
―
出
世

８

前
人
―
―
の
記
録

１０

―
―
ダ
ル
マ
。
―
―
合
戦

１１

鮭
や
カ
ニ
な
ど
を
売
る
店

１４

贈
り
物
に
つ
け
る
紙

１５

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う

１６

得
意
の
芸
。
十
八
番

１８

赤
ナ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
野
菜

２０

夜
寝
る
と
き
に
着
る
も
の

２３

先
生
の
家
に
住
み
こ
ん
で
芸

を
習
い
ま
す

２５

真
剣
な
態
度
、
本
気
で
す

２７

２
０
１
２
年
夏
に
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
ま
す

訓練校名 長崎建設技術専門学院のみ

訓練期間 学科４月中旬より６月下旬

（２７日間）

実技７月上旬～１０月下旬

（２７日間）

訓練時間 午後６時３０分～９時

受 講 料 学科・実技とも４５，０００円

訓練校名 長崎建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

訓練期間 平成２４年７月上旬～

１０月下旬まで（２８日間）

講習時間 毎週３回（月・水・金）

１８時３０分～２１時まで

受 講 料 ３０，０００円

平成２４年６月３０日までに上記の講習場所に

て随時受付 ４月中旬まで随時受付

明けましてお目出当う御座居ます
今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月14日�

初市
（お楽しみ抽選会）

長建木材供給�
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷１の４
T E L 095-882-0304
F A X 095-882-6594

２０１２年 建設長崎各支部新春旗開き
会場

支部事務所

地区労会館２Ｆ

すし幸

建設技能会館（組合本部）

県北総合会館

大浦区民センター

支部事務所

割烹「川徳」

中里皆瀬地区公民館

時津北部コミュニティセンター

支部事務所

建設技能会館（組合本部）

諫早市勤労者福祉会館

支部事務所

彦八

時間

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１８：３０

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１９：００

１８：００

支部名

平戸

中央

北松

浦上東

佐世保中央

大浦

市南

東長崎

佐世保北

西彼

大村

浦上西

諫早

佐世保東

島原

曜

�

�

�

�

�

�

�

�

�

月日

１月１０日

１月１１日

１月１２日

１月１３日

１月１６日

１月１７日

１月１８日

１月１９日

１月２５日

問 題
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